
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑が丘だより 
【学校教育目標】 ： 明るい未来を創造する 心豊かでたくましい生徒の育成 

http://www.edu.ayagawa.ed.jp/ayakami-j/ 
睦月（むつき） 

２０１７年、平成２９年が始まりました。 

今年も綾上中学校へのご理解、ご支援をよろしくお願いします。  

旧暦で１月のことを睦月といいます。親類知人が互いに往来し、仲睦ま 

じくする月からという説が有力とされています。その他、稲の身をはじめ 

て水に浸す月で「実月（むつき）」が転じたという説や元になる月で「もと  

づき」が「むつき」に転じたという説があります。（語源由来辞典から）  

睦月は一年の始まりでもあります。正月飾りの一つである門松は、年神  

様が最初に宿る依代（よりしろ）とされ、これを頼りに年神様が降りてく  

るといわれています。お節料理は、もともとは一年に五度ある季節の節目  

（節句）に食べられる特別な料理が起源で、やがて新年を祝う正月に  

食べる料理のことを「お節料理」と呼ぶようになりました。かまどの  

神様を正月の三が日ぐらいは休めるためにと作り置きできる煮しめな  

どが中心です。現在のように重箱に詰めるようになったのは明治以降  

だそうです。それぞれの料理に意味があり、黒豆は｢まめまめしく働く｣､ 

田作りは「五穀豊穣」、栗きんとんは「金運がつく」、数の子は「子孫繁栄」、昆布巻は「健

康長寿」などの願いが込められています。それぞれの料理は、家族の繁栄が込められてい

る縁起物であり、栄養バランスや保存性など先人の知恵が詰まっているものでもあります。

収穫物への感謝の気持ちと家族の幸せを願いながら作ったり食したりしたいものです。 

２０１7 年１月 1３日（金） 

綾川町立綾上中学校 第 10 号 

人権集会で学級人権宣言を！ 
 １１月７日（月）から始まった人権旬間の総まとめとして、１２月９日（金）に人権集

会を行いました。各学級の代表者が学級全員で考え、話し合った学級人権宣言の発表や、

「いじめゼロサミット」に参加した１年２組の池内愛実さんの報告、生徒会からの提案が

ありました。日常生活での何気ない言動が心を温かくしたり傷つけたりすること、みんな

が居心地よいと思える学級や学校にすることなどを再確認しました。また、校長先生から

は「互いを想いやろう。考えた言動をとろう」というお話がありました。これから、全校

生一人ひとりが、何気ない言葉や行動が持つ意味を考えて、学校生活を送ってほしいと思

います。生徒会スローガンと各学級の人権宣言を紹介します。 

生徒会スローガン： 

あふれる笑顔を やさしい言葉を かんしゃの気持ちを みつけ合おう 

１年１組：考えて！言っていいこと悪いこと 

１年２組：魔法の言葉 

～考えよう相手の気持ち 伝えよう優しい言葉～ 

２年１組：ぬくもり 

２年２組：あいじょう 

３年１組：心 ～想いやり、笑顔、愛情～ 

３年２組：心友 ～神ってる絆～ 

※五節句とは 
１月７日（人日）
３月３日（上巳）
５月５日（端午） 
７月７日（七夕）
９月９日（重陽） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

うどんふれあい教室開催 

１２月１日（木）に、綾川町うどん研究会の１０名の方々のご指導のもと「うどんふれ

あい教室」を開催しました。綾川町は、「うどん発祥の地」と言われています。空海の甥

【空海の姉の子ども】である知泉大徳（ちせんだいとく）が、最澄らとともに唐でたくさ

んの知識などを学んだ空海から唐に伝わる麺打ちを教わり、故郷である滝宮の両親をもて

なしたのが、讃岐にうどんが伝わった最初と言われているそうです。そんな伝統あるうど

んづくりを毎年うどん研究会の方々とともに行い、できあがったうどんは、お昼の給食に

「打ち込みうどん」の麺として提供しました。小麦粉をふるいにかけて塩水と混ぜ合わせ、

足で踏み綿棒で延ばし切るという工程ですが、ふるいのかけ方、塩水との混ぜ合わせ方、

踏み方、延ばし方、切り方それぞれにコツがあり、うどん研究会の方々に教わりながら１

時間という短い時間の中で４５０食分のうどんを作ることができました。１０班に分かれ

て作ったうどんは、柔らかかったり固かったり、長かったり短かったり、細かったり太か

ったりとそれぞれの班の個性が出たものでしたが、生徒の心がこもったうどんを給食でお

いしくいただきました。この時間に習ったうどん作りの技を家庭でも披露し、綾川町発祥

のうどん文化を伝えていってほしいと思っています。 

２月の主な行事予定 
１５日（水）  学習の診断（１・２年）  第２回総合学習の診断（３年）  

２０日（月）  学年末テスト発表 
２７日（月）～３／１（水） 学年末テスト（１・２年） 

学校保健委員会を開催しました。  

１２月２０日（火）に、学校保健委員会を行いました。生徒の体位や体力、食生活など
についての説明を行い、桑島先生、笠井先生、小林先生の３人の先生方から今後、学校と
家庭、地域で取り組んでいかなければならないことについてご指導いただきました。来年
度からは、たくさんの保護者の方に参加していただき、生徒の健康について知っていただ
けるよう早めにご案内をしていきたいと考えています。よろしくお願いします。 

１・２学期保護者アンケートから  

１・２学期末に学校への評価（保護者アンケート）をしていただきました。どの項目も
「そう思う・どちらかといえばそう思う」の合計が８０％を超えていましたが、１学期よ
りも２学期の評価が下がっていました。保護者の方のご意見を真摯に受け止め、これから
も学校教育を充実させていきたいと思っています。今後ともご理解、ご支援をよろしくお
願いします。                  （それぞれの項目：１学期上段・２学期下段） 

 


